
広報　常陸大宮　　　　平成１９年２月号２

住宅火災を防止するために住宅火災を防止するために
次の７つの事を守りましょう。次の７つの事を守りましょう。
住宅火災を防止するために

次の７つの事を守りましょう。

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
春
の
火
災
予

防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

冬
か
ら
春
へ
季
節
が
移
り
変
わ
る
こ
の
時

期
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
て
火
災
が
発

生
し
や
す
く
、
ま
た
強
い
季
節
風
に
よ
り
大

火
に
な
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
瞬
に
し
て
財
産
だ
け
で
な
く
、
生
命
ま

で
を
も
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
。
火
災
を
出
さ

な
い
為
に
は
、
何
よ
り
も
日
頃
か
ら
の
心
掛

け
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
と
も
す
れ

ば
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対
す
る
警
戒
心
を
喚

起
し
、
自
宅
や
職
場
等
の
身
の
回
り
を
も
う

一
度
見
直
し
火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
は
、
思
わ
ぬ
状
況
で
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
火
災
事
例
を
参
考
に
、
皆
さ
ん
も
火

の
取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
フ
ァ
イ
ル
１

○
収
れ
ん
火
災

　

台
所
出
窓
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
容
器
の

中
に
木
製
一
升
マ
ス
を
入
れ
て
置
い
て
い
た

と
こ
ろ
火
災
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
収
れ
ん
火
災
と
い
っ
て
、
凸
レ
ン

ズ
状
の
透
明
な
物
体
あ
る
い
は
、
凹
面
鏡
状

の
反
射
物
に
よ
り
一
点
に
集
中
し
た
太
陽
光

が
可
燃
物
を
発
火
さ
せ
起
こ
る
火
災
で
、
夕

方
や
冬
に
比
較
的
多
く
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

レ
ン
ズ
や
凹
面
鏡
と
同
じ
状
況
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
物
体
は
直
射
日
光
の
当
た
ら
な

い
場
所
に
お
き
ま
し
ょ
う
。

事
例
フ
ァ
イ
ル
２

○
低
温
着
火

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
と
壁
の
距
離
が
近
い
状
態

で
、
長
い
年
月
使
用
を
続
け
る
と
、
壁
内
の

木
材
が
乾
燥
状
態
に
な
り
小
さ
な
穴
が
多
数

で
き
ま
す
。
そ
こ
に
酸
素
が
入
り
込
み
、
酸

化
熱
が
蓄
熱
さ
れ
て
炭
化
状
態
に
な
り
ま

す
。
木
材
の
着
火
温
度
は
一
般
的
に
４
０
０

〜
５
０
０
度
で
す
が
、
炭
化
状
態
の
木
材
で

は
低
い
温
度
（
１
０
０
度
）
で
も
着
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
低
温
着
火
と
い

い
ま
す
。

　

予
防
策
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
壁
の
間
を　
１５

�
以
上
開
け
る
か
、
防
熱
板
等
を
取
り
付
け

て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

消さないで消さないで
あなたの心のあなたの心の 注意の火注意の火

消さないで
あなたの心の 注意の火
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年２月号３

　

平
成　

年
中
に
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
や
救
急
及
び
救
助
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１８

　

出
火
件
数
は
、
昨

年
の　

件
よ
り
６
件

２２

（　

・
３
％
）
減
少

２７し
ま
し
た
。

　

火
災
種
別
ご
と
に

み
る
と
、
建
物
火
災

が　

件
と
最
も
多
く

１１
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
か
？

　

平
成　

年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

１６

全
国
一
律
に
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
、
す

１８

べ
て
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
の
条
例
で
は
、
既
存
住
宅
へ
の
適
用
時

期
を
平
成　

年
６
月
１
日
と
し
て
い
ま
す
が

２０

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●火災発生状況

前年比Ｈ１８年区　　分

▲６件１１件建物火災火

災

件

数

０件１件林野火災

１件２件車両火災

▲１件２件そ の 他

▲６件１６件合 計

４５，１１５千円９３，０３５千円損 害 額

▲３３１�９６２�焼 損 面 積

０人１人死 者死
者 ３人４人負 傷 者

▲５世帯８世帯世 帯り
災 １６人１６人人 員

��
�
��
�

��
�
��
�

　

救
急
出
動
件
数
は
、
前
年
に
比
べ　

件
２４

（
１
・
５
％
）
減
少
し
、
搬
送
人
員
も
１
、５

２
７
人
で
前
年
に
比
べ
て　

人
（
２
・
１
％
）

３３

減
少
し
ま
し
た
。

●救急出動状況

前年比Ｈ１８年区　　分

▲２４人１，５６７人出動件数

▲３３人１，５２７人搬送人員

０件１件火 災

０件０件自然災害

▲４件０件水難事故

２８件２０５件交通事故

▲７件３６件労働災害

▲６件１１件運動競技

▲４１件１７６件一般負傷

▲６件４件加 害

６件２０件自損行為

▲１９件９６６件急 病

２５１件１４８件そ の 他
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市
消
防
本
部
で
は
、
現
在
３
台
の
救
急
車
が
市
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め　

時
間
出
動
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

２４

　

し
か
し
、
最
近
軽
い
ケ
ガ
や
緊
急
性
の
な
い
も
の
に
よ
る

安
易
な
１
１
９
番
通
報
に
よ
る
出
動
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
命
の
危
険
が
あ
る
重
症
患
者
な
ど
へ
の
救
急
出
動

が
遅
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

救
急
車
は
本
来
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
病
気
や
ケ
ガ
人

を
一
刻
も
早
く
病
院
に
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
利
用

す
る
も
の
で
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
病
気
や
ケ
ガ
は
、
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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救
助
活
動
状
況
を
み
る
と
、
救
助
出
動
件

数
は
前
年
と
比
較
し
て
５
件
減
少
し
ま
し
た
。

●救急出動件数

前年比Ｈ１８年区　　分

▲５件１５件出 動 件 数

０件０件火 災

１件１３件交 通 事 故

▲３件１件水 難 事 故

０件０件自 然 災 害

０件１件機 械 事 故

０件０件建 物 事 故

▲１件０件ガス酸欠事故

０件０件爆 発 事 故

▲２件０件その他事故
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　常陸大宮市誕生後、３度目の消
防出初め式が１月７日、辰ノ口の
消防広場で実施されました。
　市内の消防団員、消防署員が一
堂に集い、多数の来賓が見守る
中、分列行進等を実施し、年頭に
当たり、防火・防災に対する職責
の自覚を新たにしました。
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●火災件数構成比

●救急件数構成比

●救助件数構成比
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